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研究成果の概要（和文）：母親のオーラルヘルスリテラシーは、3歳児の子どもの口腔健康状態に関連しているか調査
を実施した。。
親のオーラルヘルスリテラシーは、母親の社会的経済地位（SES）、母親自身の口腔保健行動および子どもへの口腔保
健行動と関連していたことが示された。母親のオーラルヘルスリテラシーは3歳児の口腔健康に影響を与える可能性が
あることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to investigate how caregivers’ oral health literacy 
(OHL) and their health behaviors are related to the oral health status of their 3-year-old children in 
Japan.
This survey indicated that the OHL of female caregivers was associated with their SES , oral health and 
children's oral health. The survey also suggested that caregivers’ OHL could influence their children’s 
oral health.
In conclusion, caregivers’ OHL can have some impact on the oral health outcomes of their children.

研究分野： 公衆衛生
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１．研究開始当初の背景 
ヘルリテラシーは、健康増進を図るうえで、

比較的新しい概念である。WHO におけるヘ
ルスリテラシーの定義は、『健康を促進・維
持するために情報にアクセスし、理解し、活
用する能力を決定づける認知的・社会的スキ
ル』としている。 

2000年にNutbeamはヘルスリテラシーを
以下の通りに提唱した。①機能的ヘルスリテ
ラシー：日常生活場面で効果的に機能するた
めの読み書きの基本的なスキル、②伝達的ヘ
ルスリテラシー：日常生活場面で情報を入手
し環境へ適用するために利用するスキル、③
批判的ヘルスリテラシー：情報を批判的に分
析し環境や状況により吟味し適用するスキ
ル、と 3 つを総合的にとらえたものをヘルス
リテラシーとしている。Healthy People2010
では、初めてヘルスリテラシーの向上を掲げ、
健康格差を解消するために重要であると指
摘しており、近年ヘルスリテラシーが注目を
浴びている。 
ヘルスリテラシーが健康に及ぼす影響は、

ヘルスリテラシーが高いほど、健康的な行動
習慣があり、予防的な保健医療サービスを利
用する機会が多く、健康の改善に寄与するこ
とが報告されている。また、養育者のヘルス
リテラシーが低い場合、子どもの健康に悪影
響をもたらすことも報告されている。先行研
究では、わが国とは環境の違う海外での研究
が非常に多く、養育者と幼児を調査対象者と
した口腔に関わる総合的なヘルスリテラシ
ーの研究は少ない。 
 
２．研究の目的 

3 歳児および養育者を対象に、養育者のオ
ーラルヘルスリテラシーが 3歳児の口腔健康
に影響を及ぼしているかについて検証を行
った。 

 
３．研究の方法 
調査協力の得られた S 県 H 市で横断研究

を実施した。対象者は 3 歳児を持つ母親とそ
の子ども 469 組に対し調査を行った。 
母親への調査は、自己記入式質問紙調査で

実施した。質問項目は、オーラルヘルスリテ
ラシー、社会的経済地位（SES）、主観的口
腔健康感、口腔保健行動と子どもに対する口
腔保健行動を用いた。オーラルヘルスリテラ
シーは 11 項目で構成され（機能的、伝達的、
批判的領域）、4 段階のリッカート尺度によっ
て合計点で算出した。 

3 歳児への口腔診査は、口腔診査の訓練を
受けた歯科医師 1 名によって行われた。 
分析は、記述統計実施後、χ2検定を実施し

た。 
 

４．研究成果 
１）オーラルヘルスリテラシー（表１） 
3 歳児を持つ母親のオーラルヘルスリテラ

シーの総合計点は、29.91 点であった。基本

的オーラルヘルスリテラシーの平均点は
2.65 点、伝達的オーラルヘルスリテラシーの
平均点は 2.69 点、批判的オーラルヘルスリ
テラシーの平均点は 2.77 点であった。 
伝達的オーラルヘルスリテラシーの質問

項目では、「得られた情報を理解できた」項
目の平均点が高かった。批判的オーラルヘル
スリテラシーの項目では、「得られた情報が
自分も当てはまるか考えた」、「選び出した情
報から自分自身の方針を決めた」項目の平均
点が高かった。一方、伝達的オーラルヘルス
リテラシーの質問項目では、「いろいろなと
ころから情報を集めた」、「得られた情報を誰
かに伝えた」項目の平均点が低かった。批判
的オーラルヘルスリテラシーの項目では、
「得られた情報が正しいかどうか調べたり
した」項目の平均点が低かった。 
 
 
表１ オーラルヘルスリテラシーの平均ス
コア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）母親とオーラルヘルスリテラシーの関連
（表２） 
低いオーラルヘルスリテラシーに比べ、高

いオーラルヘルスリテラシーを持っている
方が母親自身の教育歴が専門学校および短
大卒業以上、主観的暮らしぶりの評価が良い、
世帯収入が600万円以上の割合が有意に高か
った。 
主観的健康感および主観的口腔健康感に

ついて、低いオーラルヘルスリテラシーと高
いオーラルヘルスリテラシーでは有意な差
は見られなかった。しかし、高いオーラルヘ
ルスリテラシーを持っている方が良い割合
が高かった。 
口腔保健行動では、高いオーラルヘルスリ

テラシーを持っている方が、歯間清掃用具の
使用をしている、かかりつけ歯科医がいる割



合が有意に高かった。1 日の歯磨き回数、定
期的な歯科検診について、低いオーラルヘル
スリテラシーと高いオーラルヘルスリテラ
シーでは、有意な差は見られなかった。しか
し、高いオーラルヘルスリテラシーを持って
いる方が良い保健行動をとっている割合が
高かった。 
 
表２ オーラルヘルスリテラシーとの関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）母親のオーラルヘルスリテラシーと 3 歳
児の口腔健康状況（表３） 

3 歳児の間食状況では、母親の低いオーラ
ルヘルスリテラシーに比べ、高いオーラルヘ
ルスリテラシーを持っている方が、甘いお菓
子を毎日の摂取しない割合が有意に高かっ
た。1 日の間食回数、甘い飲み物の毎日の摂
取について、有意な差は見られなかったが、
髙いオーラルヘルスリテラシーを持ってい
る方が少ない割合が高かった。 

3 歳児に対する口腔保健行動では、仕上げ
磨き、1 日の歯磨き回数、歯磨き剤の使用、
フッ化物の定期的塗布について、有意な差は
見られなかったが、髙いオーラルヘルスリテ
ラシーを持っている方が良い口腔保健行動

をとっている割合が高かった。 
3 歳児の乳歯齲蝕経験歯数では、有意な差

は見られなかったが、髙いオーラルヘルスリ
テラシーを持っている方が、齲蝕経験歯 0 本
者の割合が高かった。 
 
表３ 母親のオーラルヘルスリテラシーと 3
歳児との関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本調査より、母親のオーラルヘルスリテラ

シーは、母親の社会的経済地位（SES）、母
親自身の口腔保健行動および子どもへの口
腔保健行動と関連していたことが示された。
母親のオーラルヘルスリテラシーは 3歳児の
口腔健康に影響を与える可能性があること
が示唆された。 
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